
様式６－２（市ＨＰ公開用）

事故分類 物損公衆災害 発生日時 工事関係者区分 一次下請

事故区分 埋設物等損傷 性別 ― 年齢 ― 業種区分 建築

被災程度 事故レベル Ⅰ 休業見込日数 ―

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

・工事着手前の地下埋設物調査について、全ての掘削箇所で地下埋設物の協議を実施し、必ず現場代理人が調
査結果(埋設状況)を確認し、全作業員へ共有する。
・現場施工前に必ず現場代理人と作業員全員で埋設状況と工程の再確認を行う。
・掘削工事の際、現場代理人は特に細心の注意を払い作業員へ指導を行う。

・当該事故以降の掘削作業に際して、埋設物管理者と協議を行い、埋設物確認手続きを完了させた。（資料1：埋設物確認書）。
・当該事故以降の掘削作業に際して、埋設物の位置、形状、深さ等について把握し、埋設物に支障がない範囲をマーキング

したうえで施工を行った（資料２：マーキング写真）

［資料1：埋設物確認書］ ［資料２：マーキング写真］

公 共 工 事 等 事 故 情 報

・工事着手前の受注者による地下埋設物調査が適切に実施されていなかった。
・本工事には公道部の掘削箇所が3ヵ所あるが、事故が起きた場所とは別の掘削箇所の埋設物調査結果をもっ
て、全ての掘削箇所が調査済みと市監督員へ報告してしまっていた。
・受注者が下請けに公道部の工事を一任し、現場代理人が地下埋設物の状況などを確認しないまま施工が行わ
れていた。

令和４年　６月２７日（月曜日）　　13時 20分

穿孔

解体工事

　下請業者の作業員が、下水道取付管撤去工事施工中に、取付管のコンクリート保護巻き部分をコンクリートブ
レーカーで斫っていたところ、保護コンクリートの直下にあった都市ガス管にコンクリートブレーカーが接触し穴を
あけ、ガスの漏洩が発生した。

事故状況図

改善状況図


